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　９月 24 日、緑のトラスト保全第８号地高尾宮岡の景観
地で、石戸小学校５年生が稲刈りを体験しました。当日は
里山保存会の皆さんの指導を受けながら、刈り取りから
稲
は さ が

架掛けまでの作業を体験し、お米ができるまでの大変さ
を学びました。感想を聞くと「最初は難しく感じた」「束
にする結び方を教えてもらい、運ぶ時に稲が抜け落ちなく
なった。保存会の皆さんに感謝です」と話してくれました。
　子どもたちが今年の５月から育て、自らの手で収穫した
稲は、約 310 キロのお米になり、市内公共施設等へ配布
され、石戸小学校の給食でも使用されました。

小学生が
稲刈りを体験

中丸小５年生が稲刈り
　10 月 6 日、中丸小学校の 5 年生
66 人が、校舎隣の田んぼを提供して
くださっている原島敏一さんにご指
導をいただき、５月に自分たちで手
植えした稲の収穫作業を行いました。
　序盤は少し緊張気味に鎌を構えて
いた子どもたちも、だんだんと鎌に
慣れ、サクッと小気味よい音を立て
ながら次々に刈り取っていきます。
　２時間で収穫したお米は約 30 キ
ロ。中丸小学校の給食なら１回で使
い切ってしまう、と聞いた子どもた
ちからは驚きの声が上がり、普段食
べているお米を自分の手で得る苦労
を実感しました。収穫したお米は、
中丸小学校の給食や家庭科の授業
で使用されます。
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　9月 20日、高尾さくら公園でショベルカー運転体験会
を開催し、3歳から 12歳の 34人が参加しました。体験
会は道路の危険箇所をスマートフォンから通報する「道
路等損傷通報システム」を知ってもらうための取組みで、
北本市総合建設業協会のご協力で実施しました。子ども
たちは楽しみながら、時には真剣に運転していました。
今後も危険箇所を発見したら通報をお願いします。

道路の損傷を通報し、ショベルカーを体験！

　10 月 14 日、文化センターで、「8020（80 歳以上で
自分の歯が 20 本以上）」を達成している歯の健康な人
に表彰状の授与を行い、表彰対象となった 24 人のうち
９人の皆さんが出席されました。
　いつまでも自分の歯でおいしく食べられる喜びや話す
楽しみを持って生活される皆さんは、若々しく、はつら
つとしていらっしゃいました。
　お口の健康は、全身の健康につながります。オーラル
フレイルを予防し、健康長寿を目指しましょう。

８０２０よい歯のコンクール

道路等損傷通報システム

総合建設業協会の皆さん
ありがとうございました

あ

北本の秋を楽しむ
３つのおまつりが同時開催
　10月 25 日に、台原自治会による「隣人まつり」、北本雑木林の
会による「雑木林を楽しむ集い」、荒川わらの会による「わらの会
収穫祭」が同時開催されました。互いに連携することで、より多く
の市民の皆さんに北本の秋を楽しんでもらおうと、３つの会場を巡
るスタンプラリーも併せて行われました。
　台原隣人まつりでは、北本宿緑地公園にてバザーやキッチンカー
等の飲食の出店等が行われ、北本みなみ幼稚園では午前・午後に弦
楽四重奏のコンサートが開催。「ハリー・ポッター」のテーマ曲や「カ
ノン」等がヴァイオリン・ヴィオラ・チェロの美しい音色で奏でら
れ、客席最前列にはうっとりと聞き入る子どもたちの姿も。鑑賞し
た皆さんからは「音がきれいだった」「音楽を聴ける機会を作って
いただけてありがたい」と好評でした。
　中央緑地南西林では、北本雑木林の会が羽 で炊いた栗ごはん
や豚汁などがふるまわれました。雑木林の自然に触れ合うワーク
ショップとして、ドングリのお絵描き体験やススキを使ったフクロ
ウ作りも行われ、多くの親子連れでにぎわいました。さらに、荒川
高尾橋たもとの「わらの会収穫祭」では、自然農法で作られた米や麦、
無農薬野菜や焼き菓子などのマルシェが開催され、野良飯やモンブ
ラン等の「野良おやつ」がふるまわれました。北本の里山の魅力を、
３つのおまつりを通して異なる視点から楽しむ一日となりました。
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